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３
月
１２
日
か
ら
１９
日
ま
で
全
議
員
に
よ
る
予
算
決
算
常
任
委
員
会
（
委
員
長 

山
岡
光
広
議

員
）
が
開
催
さ
れ
、
平
成
３１
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ
い
て
集
中
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
小
西
・
岡
田
両
議
員
が
、
新
年
度
予
算
案
が
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
予
算
に
な
っ
て
い
る
か
、
市
民
の
切
実
な
願
い
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
か
、
無
駄
な
予
算

は
な
い
か
な
ど
の
視
点
か
ら
積
極
的
に
発
言
し
ま
し
た
。
最
終
日
の
１９
日
に
は
、
小
西
喜
代
次

議
員
が
反
対
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
凜
風
会
の
橋
本
恒
典
議
員
、
志
誠
会
の
山
中
修
平
議
員
が
賛

成
討
論
を
行
い
、
賛
成
多
数
で
可
決
す
べ
き
も
の
、
と
決
し
ま
し
た
。
最
終
日
２５
日
の
本
会
議

で
全
議
員
に
よ
る
採
決
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

 
 

 

 

 

３
月
１７
日
、
戦
争
さ
せ
な
い
甲
賀
市
民

の
会
は
、
市
内
を
４
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
、
自
動
車
パ
レ
ー
ド
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。
あ
い
に
く
小
雨
と
な
り
ま
し
た
が
、

「
消
費
税
増
税
の
根
拠
は
総
崩
れ
」
「
消

費
税
増
税
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
。」「
１０
％
増
税
反
対
の
声
を
み
ん
な
で

あ
げ
ま
し
ょ
う
」
と
元
気
に
ア
ピ
ー
ル
。

小
西
議
員
・
岡
田
議
員
も
参
加
し
、
「
増

税
ス
ト
ッ
プ
、
く
ら
し
を
守
ろ
う
！
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

 特に予算規模を過去最大にして

いる主な要因は、合併特例債事業

の集中であり、このことが財政を

圧迫し生活関連予算にしわ寄せを

している。 

 特徴として税金の使い方の問題

がある。あいコムこうかへの補助

金や県立信楽窯業技術試験場移転

先の土地取得により、市民生活に

関わる予算が削られている。例え

ば 80歳以上の敬老祝金や小学 1年

生に支給されていた黄色い傘約 40

万円もカットされた。税金の使い

方が間違っている。またアウトソ

ーシングの拡大も特徴とされる。

公務労働、行政サービスのあり方

を見直すべき。 

 市民の声を聞く、また庁内の十

分な議論をつくした予算とはいい

がたい。以上の点を指摘し反対。 

 

 
新
年
度
予
算
案
は
、
総
額
４
３
２
億

８
千
万
円
（
前
年
度
比
６
０
億
５
千
万

円
増
）
の
過
去
最
大
規
模
の
予
算
で
、

最
大
の
特
徴
は
、
現
行
の
新
市
建
設
計

画
に
基
づ
き
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

た
事
業
の
増
加
で
す
。 

 

５
日
間
の
予
算
決
算
常
任
委
員
会

で
は
、
総
合
計
画
に
基
づ
く
１
５
３
の

事
業
を
中
心
に
、
予
算
に
つ
い
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
合
併
特
例

債
事
業
の
集
中
や
、
あ
い
コ
ム
こ
う
か

へ
の
１
億
３
６
４
０
万
円
の
補
助
金

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
も
含
め

問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。 

 

子
育
て
・
教
育
で
は
、
幼
保
無
償
化

に
つ
い
て
初
年
度
は
全
額
国
費
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
国
に
対
し
、

恒
久
的
な
全
額
支
給
を
求
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。 

 

今
回
の
予
算
案
で
は
、
コ
ミ
バ
ス

の
無
料
乗
車
券
拡
充
な
ど
市
民
の
願

い
が
一
定
反
映
さ
れ
て
い
る
も
、
中

学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
や
学

校
給
食
費
無
料
化
な
ど
の
願
い
は
反

映
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
多
額
の

補
助
金
支
出
の
一
方
で
、
市
民
生
活

へ
の
予
算
が
削
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

民
の
く
ら
し
・
福
祉
優
先
の
予
算
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

 


